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一又

史跡陸奥国分寺跡の環境整備事業は、これまで主要伽

藍の各遺構の整備が終了し、市民一般に公開されて以来、

散策、写生会等に親 しまれ、活用されてまいりましたこ

とは誠に喜ばしい限りであります。

陸奥国分寺跡は日本に数ある国分寺跡の中でも最耳ヒ端

に位置 し、往時の古代国家の国づくりにおける東北支配

にかけた威信と、古代東】しの開拓の歴史を知る上に最も

重要な史跡であります。約10万∬にも及ぶ広大な寺域は、

中央から派遣された数百人、ある時には一千人もの名僧

や学僧等が国の安泰を祈願したところでもあり、辺境の

地に忽然と咲いた国の幸でもあったのであります。

こうした遺跡の重要に鑑み、仙台市教育委員会は、近

年来、積極的に土地の公有化を図り、追跡の保護、保存、

活用にむけて努力してまいったところであります。

今年度も文化庁、県の御助力により、民地 2ヶ 所の公

有化を進めてまいりました。特に南大門跡東方に一定の

面積が確保できたことにより、南辺築地跡の遺構の保存

状況、築地の規模、構造等々の基本資料の収集を目的と

した発掘調査を実施 し、今後の整備事業を展望する好資

料を得ました。

本報告書は、こうした調査の成果をまとめ、公開する

ものであります。本書が学識者はもとより、市民一般の

目にとまり、文化財の保護ならびに啓蒙、活用、継承に

役立てていただけるならば望外の喜びであります。

今後の文化財行政に格段の御支援を願って序といたし

ます。

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎
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IB調 査 の 要 項

調査目的 南大門跡東脇築地跡一帯の環境整備に先行し、南辺築地跡の位置、範囲、及び、外

郭南辺外の関連施設の調査を目的とする。

調査面積 約 140∬  (仙台市木ノ下三丁目74)

調査期間 昭和58年 9月 26日 ～11月 15日

調 査 体 制

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

課  長  永野 昌一

主  幹  早坂 春一

文化財調査係  係長 佐藤  隆

文化財調査係  教諭 青沼 一民

主事 佐藤 甲二

文化財管理係  係長 大沢 隆夫

主事 山口  宏、岩澤 克輔

調査指導 伊東信雄 (仙台市文化財保護委員、陸奥国分寺跡調査整備審議会委員、東北学院大

学教授 )

坪井清足 (陸奥国分寺跡調査整備審議会委員、奈良国立文化財研究所所長)

高橋富雄 (陸奥国分寺跡調査整備審議会委員、東北大学教授)

坂田 泉 (陸奥国分寺跡調査整備審議会委員、東北大学助教授)

佐々本光雄 (陸奥国分寺跡調査整備審議会委員、多賀城跡調査研究所所長)

発掘調査に際して、下記の方々、諸機関から適切な御教示をいただいた。記して感謝 したい。

宮城県多賀城跡調査研究所 白′烏良―・高野芳宏、東北歴史資料館 岡村道雄、奈良国立文化

財研究所 上原真人、名古屋大学教授 檜崎彰一、立正大学教授 坂詰秀一、前東北大学教授

芹沢長介、宮城県教育庁文化財保護課 藤沼邦彦・佐々木和博 。手塚均、東北大学農学部助手

山田一郎、仙台育英学園高等学校教諭 渡辺泰仲、古川工業高等学校教諭 鶏田勝彦

発掘調査及び遺物整理にあたり次の方々の協力を得た。

熊谷信一、中野裕平、菊池豊、庄子敦、村上令子、浅見礼子、大山の り子、臼井美津子、阿

部多津子、斎藤美智子、横山広美、佐藤幸子、菅原恵美子、金沢君代、吉田康子、石川勝子、
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第 1図  周辺の遺跡



Ⅱと遺跡の位置と環境

陸奥国分寺跡は、仙台市本ノ下三丁日に所在 している。本遺跡は、仙台市の東南部、国鉄仙

台駅から東方へ 2.5 kmの 所である。地形 を概観すると、名取川水系広瀬川流域 に形成 された自

然堤防止に位置 している。西側は下町段丘、及び、海岸平野最奥部の境 にあたり、付近は市の

東方に広がる仙台平野の西地端に当る広い平地である。東方約 8 kmに 1よ 太平洋が望める。標高

は、15～ 16m程である。本遺跡周辺は、十数年前まで長 く畑地 として利用されていたが、近年

は市街地 となっている。

陸奥国分寺跡周辺の遺跡 を観 ると、まず南方1,0～ 1.5kmに は、古墳時代中期の東北地方第 3

位の大きさを誇る前方後円墳の遠見塚古墳、後期の法領塚古墳等の大小の古墳群 を成形 して

いる。また北方の丘陵地帯、台の原、小田原丘陵には、 5世紀の須恵器 を出土 した追跡 として

有名な大蓮寺窯跡、また瓦窯跡である安養寺下窯跡、安養寺中囲窯跡、枡江遺跡、蟹沢中窯肋、

与兵衛沼窯P/11、 五本松窯跡、神明社窯FIBl等 があり、瓦、須恵器だけでなく、丘陵上には土師器、

輪火日の散布もみられること等から他の生産も行なわれていたことが考えられる。現在も丘陵

西端の堤町には、堤焼の窯があり、古から窯業に適 した地 として知 られている。さらに陸奥国

分寺跡から7 km付近には、陸奥国府多賀城及び多賀城廃寺があり、陸奥国分寺跡、同尼寺跡等

を含め、奈良時代～平安時代 を通 じ、これらの官衛、寺院等1こ 瓦を供給 した大窯跡地帯 として

開らかれていたことが考えられる。

Ⅲ.調査に至る経過

陸奥国分寺跡は、白山神社付近一帯を中心に布目瓦が散布し、塔の礎石の存在等によって、

早くから世に知られ、大正11年 10月 12[]に 史蹟名勝天然記念物法によって史跡に指定された。

史肋指定以来、昭和30年 まで学術的調査は行なわれてなく、陸奥国分寺跡の性格、規模等の

詳細が知られていなかった。

昭和30年 に史跡指定地内で開発行為よる現状変更を機に初めて、学術的調査が行なわれた。

調査は昭和30～34年 までにおよび、一連の調査のなかで来たした役割は大きく、調査によって、

全国的にみても遺存状況の極めて良好な、東大寺式伽藍の存在が確認された。

陸奥国分寺は、当時の尺度で800尺 (約242m)四方の寺地を区画したものと考えられ、寺地

の南北中軸線上に南大門、中門、金堂、講堂、僧坊を配し、金堂と中門を廻廊で結び、金堂、

講堂間の東西に鐘楼、経楼 を、金堂の真東に七重塔 を置き、塔にも廻廊をめぐらすという伽藍

配置をとることが明らかになった。また外郭施設は築地、門、掘立柱列、濤などによって区画

されていることが確認されている。このように七堂伽藍を兼ね備えた本格的な寺院で、国分寺



は、方二町をもって標準的なものとされているが、陸奥国分寺は規模 として、大きいものと思

われる。

またその後、陸奥国分寺跡周辺は、宅地化の進展により、遺跡を保護する目的で、昭和43年

度から土地の買収、公有化に着手しており、地下に埋没 している遺構を地上復元するなどの一

連の環境整備事業を昭和47年度より実施 している。

第 1表 陸奥国分寺跡発掘調査略歴

※個人住宅建築に係わる10ポ 未満の試掘調査を除く。

年 度 調 査 区 別 発 掘 調 査 地 区 調査面積

昭和30年度 学術調査 (第一次) 金堂跡、廻廊東半、塔跡西辺、塔南瓦溜

約 4,000ば

″ (第二次)

講堂跡、中門跡、廻廊跡西半、南大門跡、鐘楼跡、経楼跡

軒廊跡、僧坊跡の一部

″ (第二次) 僧坊跡、准砥観音堂付近追跡、塔跡、塔廻廊跡

″ (第四次) 塔跡、塔廻廊跡南辺、東門跡、僧坊西建物跡の一部

ク (第五次)

僧坊西建物跡、僧坊東建物跡、西境界線上の掘立

柱列跡、講堂跡根石、北門跡の推定地

現状変更事前調査 東北部 (外囲溝) 約  120∬

環境整備 (第一次) 塔院廻廊跡 150∬

″ (第二次) 塔院廻廊跡、僧坊跡、商辺築地跡 240∬

″ (第二次) 中門跡、金堂跡、廻廊跡、僧坊跡 344∬

現状変更事前調査 西南部 (築地・中世掘立柱建物) 1,010∬

南東部 112∬

西南部、准ほ観音堂付近遺跡 。東北部 1,180∬

環境整備 (第四次) 東門跡 黎t  400ポ

現状変更事前調査 西側寺域外部 ,々    70∬

環境整備 (第五次) 南大門東側築地跡 約  140∬

注 1「陸奥国分寺跡」陸奥国分寺跡発掘調査委員会編 1961

注 2 史跡陸奥国分寺―昭和55年度環境整備予備調査概報―仙台市文化財調査報告書 第27集 1881,3

注 3 仙台平野の追跡群Ⅱ 仙台市文化財調査報告書 第47集 1983.3

注4 史跡陸奥国分寺東脇築地跡発掘調査現地説明会資料 1983.■ .5

環境整備を実施するにあたり、調査成果を復元設計の基礎資料にするため、その予備調査が

行なわれ、昭和48年度には塔跡、昭和55年度には、東門跡及び、それに関係する遺構確認の調

査を行なっている。本年度は、南大門跡東腸築地跡の確認とこれに関連する遺構確認の調査

を行なった。

注 1

注 2

注 3

注 4
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将付 土    色 物

I 晃 表  土 ガラス学が含まれる。本ノ恨 による攪乱が多い

題 5Y R%tR 色

iOY R%掘 色 礫、河原石 を合み、古瓦近代瓦を出土

10Y R%黒 鶴色 i可 原石、古瓦 を出上

loY R%褐  色 研鶴色■をブロ ンク状 に合む

10Y R%F蚕 サ 原 自色 大 山灰 を含 む

10Y R%,帝 褐色 jL、 礫、炭化物 を含む

V 10Y R%1士 鶴色 明鶴色とを徴粒子状 に合も

10Y R%黒 欄色 縄色■ をブロ ック状 に含む。炭化物、河原石 を合と

東壁セクション図
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Ⅳ.調 査 の 概 要

陸奥国分寺跡寺域の南方に位置する仁王門は、慶長12年 (1607年 )、 伊達政宗によって建立さ

れた八脚門である。昭和31年 の調査では、仁王門の位置に、陸奥国分寺跡南大門の存在が確認

された。また南大門跡の東方には、土塁状の高まりが、陸奥国分寺に関連する施設と考えられ

ていた。現仁王門の東方に僅かに高まりを有する部分に調査区を設定 した。調査区は、東西幅

8m、 南北幅15m程である。

1.基 本 層 位

陸奥国分寺跡の基本層序は、表土下30～40cmで整地層が検出され、主として 3層 に分けられ

白色シル ト、暗褐色土、褐色土からなる。整地層下は、縮まった黒色上の旧表土が検出される。

さら1こ 細かく締った黄褐色粘土層が20～30cm検出され、その下層に厚kゝ 砂礫層がある。
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第 4図 築地跡・溝跡平面図
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本調査区は、南大門跡から真東の

所に設定 し、現状は、築地跡 と思わ

れるところが土塁状に盛 り上がって

いる。表土 を排土すると中央部分で、

築地跡が検出された。また調査区南

半は、つF土すると、黄褐色粘土層、

一部砂礫層が検出され、旧表土が削

平 されている。調査区北半は、表土

から厚 さ60cm程で第Ⅵ層の旧表土が

検出され遺存状況が良好である。ま

た耳ヒ壁断面のⅣ層上面では、厚 さ、

5 Cm程の灰白色火山灰層が堆積 して

いる。

2.発 見 遺 構

SF-1築 地跡

調査区ほぼ中央で東西方向に伸び

る築地本体 を検出した。調査区南半

は、民有地内の埋設管工事及び基礎

ブロック、またコンクリー ト塀の基

礎等で旧表土まで削平 を受けている。

築地本体はすでに削平 されているが、

基礎の南北西側には、 lm程 の広が

りで築地崩落土が堆積 していた。築

地の基礎の追存状況が良好な所では、

旧表土を南北 1こ 幅 310 cm程 、深 さ35

～40cm程、逆台形状 に掘 り込んでか

ら黄褐色土 と黒褐色土を交互に水平

に積み上げて版築 している。築地本

体上面は、ほぼ中央部の遺存状況が

良好な所で高さ40cm程 を計る。

堆積状況は、基本的に黒褐色土、
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黄褐色土を厚さ3～ 5 cmで交

互に積み上げて固くしめって

いる。また上層面では暗褐色

土の色に l cm前後の小石を含

む層を版築している。築地基

礎上面からは築地両端から築

地に伴 う状況でピットが10数

個検出されたが、柱穴掘 り方、

間尺等から推察すると寄柱 と

して断定しがたい。築地本体

の南側には幅 100cm前 後の南

側に緩るい傾斜をもつ「犬走

り」が形成されている。築地

北側は、本の根による攪乱、

SK-3土 竣、 SK-4土 竣

等で削平が激しく遺存状況は

悪い。築地の基礎事業を昭和

55年の東門跡、昭和46年 の南

辺築地跡等の調査の掘 り込み

事業と比すれば、東門跡及び

前回の南辺築ltyIは 、旧表土

を浅い舟底形状に掘 り込んで

おり、今回の調査では、逆台

形状を呈していことから、掘

り込み事業の違いが認められ

る。さらに、築地基礎事業の

土木工事の方法による差異と

も考えられるが、さらに築地

跡の調査の増加を待ちたい。
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溝 跡

SD-1溝跡 調査区南半で検出さ

れた東西に伸びる上幅50～ 60cm、 底

幅30cm、 深さ15～25cm程の断面U字

形の濤跡である。濤跡の堆積土は褐

色シルトで堆積土中から布目瓦とす

緒に薬師堂に関係すると思われる近

世瓦も出土している。

SD-2溝跡 調査区南半で検出さ

れ、築地跡の南側で平行して走る、東

西に伸びる濤跡は、上幅 lm前後、底

面幅60～ 70cm、深さ4～ 20cln程 で断面

逆台形を呈している。築地本体南端

から、濤跡中心まで、150cm前 後を計

り、築地本体中心から濤跡中心まで

430cm前後を呈している。堆積土上層

からは密な瓦の出土状況を示し、下

層から少量の古瓦片 (第 9図)を出

土している。堆積土は、黒褐シルト

で、一部分炭化物を合む。

堆積土上面には築地の崩落土と考え

られる焼土及び炭化物を含む明黄褐

色シルトの層が認められる。

土 境

SK-1土境 調査区】ヒ西部で検出

され、西壁にかかる為全容は不明で

あるが、ほぼ円形で、直径 3.5m、

深さ75cm、 断面逆台形を呈している。

堆積土は大別して2層 に分けられ、

一

∞
―

＞

Φ
Ｉ

＞一一
Φ
Ｉ

＞

第 9図  SD-2溝 跡遺物出土状況平面図



N-12

V,000m当

0             1m

土   色 ■ 性 混   入   物

10Y R3/8暗 掲色 小粒子の礫、炭イヒ物、■1市 器を合む

10Y R%暗 縄色 炭化物 を合み、瓦片 を出■する

10Y R%縄  e 炭化物 を帯状 に合む

IoY R%暗 掘色 明貨褐色■を斑点状に含み、炭化物、■師器片を合t・

Wi7

第10図 SK-4土境平面図・断面図

褐色土、黒褐色土で、底面上から、直径20cm前 後の河原石を多量に含み、古瓦、近世瓦等も多

量に出土する。築地本体を掘 り込んで削平 している。

SK-2土壊 調査区南壁寄りで、不整楕円形状の落ち込みを検出したが、断面、平面プラン

を検討した結果、遺構と断定しえず、SK-2を 欠番にした。

SK-3土境 調査区北寄りで検出され、V層築地崩落土を掘り込んでいる。築地本体から1.5m

北狽1で検出されている。平面形は不整長方形で長軸5.5m、 短軸1.6m、 深さは東狽Jが深 く、90

cm、 西側が20cmを 計る。断面逆台形を呈している。堆積土は大別して 4層 に分けられる。瓦の

出土状況を見ると堆積土上層面から山形文軒平瓦、宝相華文軒丸瓦、偏行唐草文軒平瓦、重弁

蓬華文軒丸瓦、重弧文軒平瓦、細弁蓮華文軒九瓦等の文様瓦を含む瓦片を多量に出土している。

SK-4土境 調査区南壁寄りで検出された。SK-4土羨は、上部がSK-1土渡、ピットNo.7

で切り込まれている為、遺構の確認面はV層築地崩落土層であるが、断面観察の結果、確実に

Ⅲ層かⅣ層面の掘 り込みと思われる。平面形は西壁にかかる為全体は不明であるが、不整楕円

形を呈し、深さ20～25cm前後である。堆積土は大別 して 2層 に分けられ、シルト褐色土、及び

黒褐色土である。

SK-5土壌 調査区北壁寄りで検出されており、遺構確認面はV層である。北壁にかかる為

全容は不明であるが、平面形は不整楕円形状で調査区外に拡がると思われる。確認される幅は

4.3m程で、深 さは 85 cm程 であるが、調査区外に伸びてさらに深 くなると思われる。V層築地

崩落土層を掘 り込んでおり遺構検出面及び、堆積上層面から古瓦を基底面までぎっしり積み重

なって出土している。特徴ある瓦としては、重弁蓮華文軒丸瓦 (第 17・ 18図 )、 宝相華文軒丸瓦

(第19図 )、 偏行唐草文軒平瓦 (第 13・ 20図 )、 さらに土師器ナ不、鉄滓等を出土している。



3.出 上 遺 物

今回の調査で出土 した遺物は、土師器、須恵器、瓦、陶磁器、石製品、金属製品古銭、土

製品等である。その中で、瓦類が全遺物出土量の大半を占めており、遺物の総量は、整理用平

箱で250箱 にも及ぶ。特に瓦は、築地跡上面及び築地崩落土中より多量に出土 している。

各種別ごとに記述する。

(1)土師器 (第11図 図版31-9)

土師器はⅢ層 、SD-1・ 2濤跡、 SK-3・ 5土渡等から出土 している。 出土量は少なく、

図化 しえたのがナ不。甕等 5点である。)不 (第 11図 2)は、SK-5埋土から出土 し、ロクロ調整

され、内面は、ヘラミガキ、黒色処理が施 されている。)不 (第11図 4)は、C ttSD-1濤跡か

ら出土 し、ロクロ未使用で、内外面 とも黒色処理 され、また内面ヘラミガキが施 されている。

ナ不 (第 11図 3)は 、ピットー 3埋土から出土 し、内外面ともロクロ調整が施 され、底部切 り離

しは、回転糸切 りである。郷 (第11図 1)は、 SK-3土 墳から出土 し内外面 ともロクロ調整

成施され、底部切 り離 しは、回転ヘラ切 りの ち手持 ちヘラケズリである。底部内面には、漆が付

着 している。甕 (第11図 7)は、A区拡張 Ⅲ層から出土し、頸部でくびれ、日縁部で外反 し、

内外面ともロクロ調整 され、内面は、ヘラナデが施 されている。甕 (第11図 8)は SK-3土壊

第 2表 出土文様瓦分類表

軒 丸 瓦 軒 平 瓦

種  類 分 類 点 数 合  計 種  類 分 類 点 数 合  計

重弁通華文

第 1類

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V
Ⅵ

その他

不 明

2

1

0

9

2

1

重 llR 文

第 I類

Ⅱ

Ⅲ

不 明

5

0

0

2

7

偏行唐草文

第 二類

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V
不 明

35

0

3

1

0

1

宝 相 華 文

第 I類

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

2

0

1

2

0

5

均整唐草文

第 I類

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

不 明

2

5

0

0

3

細弁蓮華文
第二類

Ⅱ

1

1

2

連 球 文

第 I類
Ⅱ

Йヽ  日日

1

5

9歯 車 文 1 1

桜 花 様 文 1 1 山 形 文

総  計           70点 総  計           82点



2 3
D-6

4

D-5

5

D-7

7
D-8

煎 )数値は推定値

登録番号 範 別 器 形 地区選構 残  存
真
版

写
図

t師器 Btt SK-3 ロクロ調整 ロタロ調整 手持ヘラケズ
'

クロ調整 ロクロ調整 ロクロ調整
底  部

土師器 推積 ロクロ調整 は孫切〕のケ都
不  明 ラミ′キ 体部下端から

■師器 ナ下 Cに   P-3 ロクロ調整 ロクロ調整 クロ調整 ロクロ調整 ロクロ調整
口縁 部 か

D-5 ■師器 F Ctt SD-1 黒色処理 皇
キ

４
サ

黒
ヘ

口 縁 部 から
体 部  /

高台イサ
,不

十日 ト ロクロ調整 不  明
端
３船

台
須恵器 犯子付 DE SD-2

雲 A拡 張 区 ロタロ調整 ロクロ調整
ロクロ調整 ロクロ調整

土師器 A拡張区SK-3 推繍 不  明 体部から底部

第刊図 出土遺物 土師器・須恵器
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※()内数値は推定値

J-1

警録番号 地 区 層 位 吾形 タト 面 考 写真番号

C地 区 Ⅱ 層 碗 ズリ出し高台trn賓入あり 施釉 R入 あり 見込み部分は施釉されてぃな

A拡 張 区 Dl 層 碗 ケズリ出し高台施釉 施釉 見込み部分は施釉されていな

表 土 碗 潮  (鉄釉) 施釉 資人あり

梁任桜 唐車同

`円

2本 施釉 榮付菊 桜 青海波文 胞釉

皿 楽, 瘤釉 榮付草文 同心円 2本 旭釉

CttSK-2 雉積土 憾鉢 ナデ施釉 (鉄和)底部系切り損 葡回7本 単t施釉 (鉄 rn)lH用 痕

Ⅲ 層 協鉢 施釉 (鉄釉) 輛目12本 単位 施釉 (鉄釉) 片 ロ

D 地 区 Ⅲ 層 縦位ケズリ 斜位按戻 径(26) 外面鉄i宰仕着

D 地 区 Ⅲ 層 縦位ケズリー 積位ナデ 斜位擦痕 イ■64) Ⅲ径
`2SD-2 推積土 不   明 不  明 内外面共磨滅 外面lk滓付常

第12図 出土遺物 土師器・陶磁器



1

G-47

鸞

3

G-l o4G-46

6

G-66

番号 登録番号 器 形 地 区 遺 構 層位 凸 面 凹   面 分類 写真図版

1 G-47 連 珠 文 C tt SK-2 堆 土 縄叩 き目 布  目 I類 26-3
G-46 連 珠  文 C tt SD-2 堆 土 縄叩 き目 布  目 [類 25-6

3 G-lo4 重 弧 文 A tt SK-3 推 土 鋸歯文、平行沈線   鋸 布  目 I類 24--6

4 G-72 偏 4i唐草文 C― DベルトSD 2 堆 土 縄叩 き目 預部に朱 布日、顎部指 ナデ Ⅲ類

5 G-42 重 弧  文 B区 Ⅳ層 鋸歯文、平行沈線 布目、ス リケシ I類 24-5
6 G-66 偏行唐草文 B区 Ⅲ層 縄叩 き目、スリケシ「朱付着」 布 日、ナデ Ⅲ類 24-～ J

7 G-89 偏行唐草文 A tt SK-3 堆 土 格子 叩 き目 布  目 I類

第13図  出土遺物 軒平瓦 (1)



第14図  出土遺物 軒平瓦 (2)
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5

G-59

番 号 登録番号 器  形 地区遺構 層位 凸 面 IH 面 分類 写真図版

1 G-75 均整唐草文 A tt SK-3 堆 土 縦縄叩 き日 布 日痕  ス リケ ン Ⅱ類 25--5
2 C-64 均整唐草文 A拡 張 区 Ⅳ 層 縦縄叩 きロス リケシ 布 日 痕 Ⅱ類 26-2
3 G-65 山 形 文 A拡 張 区 Ⅳ層 ス リケ シ (朱付着 ) 布日痕 ス リケ シ 25-2
4 G-lol 山 形 文 C tt P-2 堆 土 横縄叩 き目 布目痕 ス リケシ 25-1
5 G-59 山 形  文 A tt SK3 堆土 縄叩 き目 糸切 り痕、布 ロス リケシ 25-3

第15図  出土遺物 軒平瓦 (3)



番号 登録番暑 器   形 出土追構 層位 凸 面 凹 面 分 類 写真図版

1 G-83 均整唐草文 A tt SK-5 堆 土 縦縄叩 き日 布目痕、ス リケシ Ⅱ類 26-5
2 G-81 偏行唐草文 SK-5 堆 土 縄叩 き目 布 目痕 ス リケ シ Ⅳ類 24--4

第16図  出土遺物 軒平瓦 (4)
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第18図 出土遺物 軒丸瓦 (2)
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番号 1登録番号 1 器 形 地区適構 痛位 凸 面 凹  面 写真図版

I iC-86 1偏 行府車 文 Att SK-3 唯土 縄0「 き日 布  日 I

1

G-86

第20図 出土遺物 軒平瓦

第 3表 出土遺物 軒丸瓦観察表

番号 登録番号 種  類 地区遺構名 薯 位 分類
県
版

与
図

1 F-5] 重弁蓮華 文 AttS K-5 ケズ リ 指ナデ

2 F-52 AttS K-3 ケズ リ後ヘ ラナデ 類 27-3

3 F-3 C区 Ⅱ層 接合部 ケズ リの デ Ⅳ類 28-3

4 F-55 AttS K-3 ナ  デ ケスリのちナデ Ⅳ類 27-5

5 F-20 B区 ケズ リの後 ナデ Ⅳ類 28-2

6 r-15 桜 花 様 支 A区 29-9

7 r-59 重弁蓮華文 AttS K-3 接合部 ヘ ラキズ 瓦当裏面 指ナテ 27-4

8 F-19 D区 Ⅲ層 指 ナ デ 27-6

9 F-18 D区 Ⅲ層 指 ナ デ Ⅵ類 28-5

0 F-73 細弁遂華文 AttS K-3 ケズリのちナデ 布 ナ デ I類 29-6

F-60 AttS K-3 ケズリのちナデ Ⅱ類 29-8

F-27 歯  車  攻 B EXl拡張 当 面 ケズ リの ちナデ 29-5

「
-62 宝 相 華 文 AttS K-5 瓦当裏面  ケズ リの ちナデ I類 29-2

F-61 A区拡張 Ⅳ層 瓦当裏面 ケズ リの ちナデ 類 29-1

5 F-29 A区拡張 Ⅲ層 瓦当面 ケズ リの ちナデ 類

F-58 AttS K-25 ケズリのちナデ Ⅲ類 29-3

から出土 し、体部下半の破片で、底部平底、体部球形で、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラ

ミガキ、黒色処理が施 されている。

(2)須恵器 (第 11図 6)

ほとんどが/よ 破ヽ片で図化 しえたのは、 1点である。SD-2濤跡堆積土から出上 し、外面に長

さ4.5cm、 幅4.5cmの 把手が付 く破片で、器形は、把手付の甕あるいは甑に考えられる。

(3)瓦

瓦は第 I～ Ⅳ層、築地跡上面、及び崩落土中から多量に出土 している。種類は、軒平瓦、軒



F-39

10cm

＝
――
】

ｒ

」

，．

4

G―-35

5
6

G-43G-87

軒 九 瓦

登録番号 器 杉 地区遺構 凹  面 残存 写真図版

叉キ瓦 堆 土 縄n「 き目 布目糸切り痕

岳切り瓦 B 区 築地上面 猪

登録番号 地区遺構 層位 凸 面 阿  面 写真国版

A区張区
布目痕

烙子叩き日

布日痕スリケ

平瓦 Att SK■ 4r 在  日



平  瓦

番号 登録番号 地 lX道 構 唇位 れ   面 凹    面 写真EXE版

C-96 平瓦 粒 縄叩日 糸切痕 布ロスリケン,系切痕 % 23-1

平瓦 魁 網押「日 怖日痕 糸切痕あり %

平瓦 堆土 縄甲日 % 23-3

f瓦 堆土 縄叩日 布旧槙ス %

第22図 出土遺物 平瓦



F-72
F-741

F―-46

瓦丸

番号 督録番号 雛 地 区 遺 構 凸    面 凹  面 残存 写真図版

■It 堆土底面 44町 〕き日,チ , 布目 輪梱猿 晃 23-7

Att  SK-3 IE 土 凄W〕 き日 % 23-8

瓶 A拡張区,SK-3 堆  ■ 縄叩き日 % 23-5

� AE  SK-5 堆  土 Arl,き 日スリケン % 23-6

第23図 出土遺物 丸瓦



九瓦、平瓦、丸瓦、文字瓦、道具瓦、その他の瓦等である。分類については、陸奥国分寺跡 (睦

奥国分寺跡発掘調査委員会編)調査報告書の分類基準に準 じている。

軒平瓦

軒平瓦は、重弧文、山形文、連珠文、偏行唐草文、均整唐草文等が出土 している。総数82点

である。

重弧文 (第13図 3・ 5、図版24-5,6)は、B区第IV層、SK-3土渡堆積土から出土 している。

破片を含め 7点出上 している。重弧文 3は 、瓦当面に幅0.9～ 1.lcm、 深 さ0。 5～ 0.7cmの 二重の太

い沈線、顎面は、深顎で二重の大い沈線、鋸歯文が描かれており、顎部未端の二本の沈線は、

鋸歯文より先行 して施 されている。陸奥国分寺跡出土の重弧文は、ほとんどI類であると思わ

れる。 5は 、顎部未端の沈線上に朱が付着 しているのが認められる。

山形文 (第 14・ 15図 図版25。 26)は 、 Sト ー 3土壊、ピットNo.2、 第Ⅳ層等から破片 を含

めて総計17点出土 している。瓦当面には、連続山形文を大い箆状のもので描 き、山形文に規則

性は認められない。 (第15図 4、 図版 25-1)は 、波状の山形文であり、 (第 15図 5、 図版25-

3)は 、瓦当面の両端部まで太い箆状のものが描かれ、山の数は、 5個及び 6個が多いようで

ある。顎部凸面の調整を観察すれば、ほとんど縄叩 き目で、のち顎端部は、スリケシが施 され

ている。 (第15図 3、 図版 25-2)は 、顎部凸面縄 目のないもので、全面スリケシが施 され、朱

が幅 5 cm程で付着 している。

連珠支 (第 13図 1・ 2、 図版26-3、 図版25-6)は 破片 を合め総計 8点 出土 している。

(第13図 1、 図版26-3)は 、 I類で SK-2土 竣から出土 し、瓦当面に大型の珠文を並べて

いる。 (第13図 2、 図版25-6)は 、Ⅱ類で、 SD-2濤 跡から出土 している。珠文と珠文に

上下の縁の間に三角形の部分を残 しており、陸奥国分寺出土の連珠文の中で多い種類である。

偏行唐草文 (第 13図、第20図 、図版24-1・ 2・ 3・ 4・ 7)は、破片 を含め総計40点 出土 し、陸

奥国分寺跡の軒平瓦の中で最も多く出土 している。(第20図、第13図 7、 図版24-7)は 、 I類

で B ttIV層 及びSK-3土 墳から出土 している。 I類は渦状 に走 る唐草文を太い隆線であらわ

し、上下に細線で珠文を配 している。顎部は深顎有段である。 7は 、凸面が縄叩 きのち、日の

荒い斜格子状 に叩 き消 している。 (第 13図 4・ 6)は、Ⅲ類で、 B区第Ⅲ層、 SD-2濤 跡か

ら出土 している。 E類は I類 に類似 し、瓦当面に渦状 に走 る太い隆線が平担で浅 くなっており、

上下の珠文間の細線がないものである。 (第 16図 2、 図版24-4)は 、Ⅳ類で、 SK-5瓦 溜

め遺構 から出土 している。 IV類 は、太い隆線であらわす唐草文が第 二・Ⅲ類 と異なって、左か

ら右に走 る唐草文をもち、顎部は、無段で横縄叩 き日、が施 されている。

均整唐草文 (第 15図・第16図)は 、破片 を含め総計10点出土 している。 I類は B区 Ⅲ層から

出土 している。 I類は、瓦当面の中央から左右に唐草文が伸びている。顎部には沈線 と波状 に
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一番 号 登録番号 器形 地区返構 層 位 凸  面 凹  面 分 類 写真図版

丸 瓦 表 ■ 布  目 刻 F,

兒瓦 A 区 恨の攪舌[ 「万」 布  目

丸 瓦 A 区 ul 層 布  目

た瓦 堆  ■ 「ヨE」  ?

平 瓦 A 区 Ⅱ 層 口,き 日 布目「

丸瓦 築地崩壊土 IV 層 布  目 箆書 き

平 瓦 表 土 縄叩 き目 布目「 ?

丸瓦 布  目 箆書き

丸瓦 A tt S(-3 雄  上 布  目 指書き

平 瓦 堆  i 布日「夫J 箆書 き

平 瓦 A 区 Ⅳ 層 縄口pき 目 布  日 指書き

九 瓦 B拡 張 区 Ⅳ 層 布  日 箆書 き

第24図 出土遺物 文字瓦



連続 して描かれた鋸歯文が見られる。 (第15図 1、 2、 第16図 1、 図版25-5、 図版26-2・

5)は、コ類で、SK-5瓦 溜の遺構から出土している。Ⅱ類は、均整唐草文の中でも出土量

が多く、瓦当面の唐草文は、陰刻か陽刻かはっきりせず、顎部は無文である。

軒丸瓦

重弁通華文は、第 I～ V層、各遺構から総計46点出土している。第 I～ IV類 まで出土し、特

にIV類は、 9点を数 える。 (第17図 1、 図版 27-1)は 、 I類で、SK-5瓦溜め遺構から出土し

ている。 I類は、花弁の弁端が盛 り上がり、中房上の蓮子が 1個の珠文を中心に4個の小花弁

状のものが十字形に配しており、瓦当直径は、21.7cmを 計る。 (第17図 2、 図版27-3)は 、Ⅱ

類で、SK-3土渡から出土している。Ⅱ類は、 I類 に類似するが、中房上の蓮子が円形になっ

ている。(第 17図 3・ 4、 第18図 7、 図版28-3、 27-5。 4)は 、Ⅳ類で、第Ⅲ・Ⅵ層、SK-3土 墳、

SK-5瓦 溜め遺構から出土 している。瓦当直径が19～21cm程 である。V類は、B区拡張区第Ⅲ

層から出土している。V類は、花弁と花弁の間の線が太く、花弁が磨滅 している。 (第 18図 9、

図版27-6)は、Ⅵ類で、D区第Ⅲ層から出土している。Ⅳ類は、重弁蓮華文中、瓦当直径が

小さく17.6cmを 計る。

細弁蓮華文 (第19図 10。 11、 図版29-6・ 8)は 、K-3土装から2点出土している。(第19図 10)

は、 I類で、推定直径18.Ocm、 12葉の細い花弁、蓮子は、中央に一個だけで外区に8個の珠文を

配している。 (第 19図 11)は 、Ⅱ類で、推定直径17.Ocmで20葉の細い花弁、中房に1+5の蓮子

を配して、外区内側に21個の珠文を配していると思われる。

宝相華文 (第 19図13～ 16、 図版29-1～ 4)は 、破片を含めて 5点出土している。(第 19図 13,14)

は、I類で、SK-3埋 土、A区拡張Ⅳ層から出土している。I類は、推定直径が、いずれも19.Ocm、

中房中央に大型の蓮子を1個配して円環をめぐらし、外側に4個の珠文を配している。また忍

冬花文状のものを8葉 を配して外区に8個の珠文を有している。 (第19図16)は 、Ⅲ類で、 SK

-5瓦溜め遺構から出土している。Ⅲ類は、中房中央に5個の蓮子を十字に配して、外区に一

条の隆線を巡らしている。 (第19図15)は 、Ⅳ類で、A区拡張区Ⅲ届、SK-5瓦溜め追構から出土

している。Ⅳ類は、中房に 1個の蓮子を配し、三葉状 と無果花状の文様を交互に配し、外区に

は、 8個の珠文を配していると思われる。

歯車文 (第 19図 12、 図版29-5)は、B区拡張区第Ⅳ層から出土している。推定直径19cm、 8

個の舌状の文様が歯車状に並び、中央に大型の蓮子を有する。

桜花様文 (第 18図 6、 図版29-9)は、1点だけA区第Ⅳ層から出土している。これまで陸奥国

分寺跡調査で、 1点、講堂西側基壇上から出土したのみである。瓦当面は推定直径17.5cm、 破

片の為、全体の形は不明であるが、 5枚の花弁を有する桜花状の花文を配していると思われる。



平 瓦

平瓦 (第22図 1～ 4、 図版23-1～ 4)は 、出土遺物中、破片 を合め大半を占めており、第 I～ V層

から出土 し、特にSK-3土 渡、SK-5瓦溜め遺構から、整理用平箱で、60箱出土 している。そ

のうち図化 しえたのは、 4点程である。凹面は、日の細い布目が多く、全体的にスリケシされ

たのが大半を占め、中央部分に布目を残 し、両側端にスリケシされている。また (第 22図 1)は

凹面に糸切 り痕が放射状 に残っている。凸面は、縦方向に縄叩 きされているのが大半を占め

ているが、一部斜の方向のもの、一部スリケシが施 されているものもある。全体的に平瓦を概

見すれば、ほぼ同様の調整技法が施 され、凹面は、糸切 り→布目→ スリケシ、凸面は、縦方向

の縄叩 きの ち一部 ス リケシが施 されている。形状は長方形に近 く、長さ36～38cm程 、広端幅

27～ 28cm程、狭端幅23～25cm程 と思われる。全体的に大 きな違いは認められないが、中には (第

21図 7)の凸面に、斜格子叩 き目が施 され、また (第21図 8)は、凸面が、縄叩 きされ幅3.5

cm、 長さ 7 cmの 単位で糸亀叩き目を日「 き消 しているのが見られる。

丸 瓦

丸瓦 (第23図 1～ 4、 図版23-5～ 8)は 、小破片 を合め多量に出土 し、第 I～ V層、及び各遺構から

出土 している。その うち図化 しえたのは、 4点である。九瓦は、玉縁付の有段丸瓦で、粘土紐

巻作 りである。筒部凸面は、縄叩きのちナデ調整を施 している。筒部凹面は、布日、一部ナデ

調整が施 されている。玉縁部は、回転 を利用してナデ調整 され、筒部より玉縁端にかけて少々

器高が低 くなるものがある。

道具瓦

隅切 り瓦 (第21図 6、 図版 31-2)は 、 B tt V層 出土で、 1点出土 している。右上の広端縁隅

から側縁にかけての破片で、凹面布日、凸面縄叩 きである。隅切 り瓦は、広端縁隅右上から左

下へ約50° の角度で切 り落 している。

庚斗瓦 (第21図 5、 図版31-1)は 、AttS K-3土壊堆積土出土である。凸面は縄叩 き日、凹面

は布目で糸切 り痕跡が残 り、端部 を整形 している。瓦の全形は不明であるが、残存する狭端幅

が16cmを 計る。陸奥国分寺跡出土の平瓦は、遺存するものから計ると、長さが36cm～ 38cm程 、

広端幅が27～ 28cm、 狭端幅が24cm前後 と推定される。推定の域ではあるが、英斗瓦の長さは平

瓦とほぼ同一と思われ、平瓦を分割すれば、%分割になると推察 される。ただ 1点 だけの出土

の為、今後の増加 を期 したい。

文字瓦

瓦に文字を記 した文字瓦は、文字のあらわし方に刻印を捺 したもの、指先で書いたもの、箆

で書いたもの等、三種類がある。

刻印文字瓦(第24図 1～ 5、 7、 図版30-1～ 6)は、表土から3点、A区第Ⅱ層から 1点 、A区第Ⅲ層



から1点、SK-5瓦 溜め遺構堆積土から1点、合せて 6点出土 している。その内判読出来るもの

は、「万」、「占」、「未」と3点である。刻即されている瓦は、丸瓦・平瓦で、九瓦では、凸面に

刻印され、 (第24図 1)は 、玉縁部付近の筒部に「占」と刻 F「 されている。また (第24図 3)は 、凸

面に直径2.7cmの 丸形で刻 F「 されている。(第24図 5・ 7)は、凹面布目に亥‖即されている。

指書文字瓦 (第24図 9。 11、 図版30-10・ 11)は、A区 Ⅳ層、 SK-3土 壊堆積土出土のもの

で、 2点出土 している。(第24図 11)は 、平瓦凹面布目に指書 され、破片の為、判読不明である。

また (第24図 9)は 、九瓦凹面布目に指書されているが半J読不明である。

ヘラ書 き文字瓦 (第24図 6・ 8。 10。 12、 図版30-7・ 8,9・ 12)は、A区第Ⅲ層、第Ⅳ層

B区拡張区第Ⅳ層、C区第Ⅲ層、 SK-5瓦 溜め追構等から5点出土 している。ヘラ書 きされ

ているのは、平瓦が凹面布 日、丸瓦が凹面布日で、大半は、判読不明である。(第24図 10)は、

SK-5土 渡出土のもので、凹面布目に「大」 とヘラ書 きされ、また (第24図 6)は、A区第Ⅳ

層出土のもので、丸瓦凹面布目に、「×」か「十」がヘラ書 きされている。

その他の瓦

その他の瓦は、第 I～Ⅳ層、SD-1濤跡等から合計24点出土 している。軒平瓦 (第21図 4、

図版 31-8)は 瓦当の厚みが薄 く、瓦当面に菊花、左右に唐草 を配 したものと思われ、同一文

様の瓦を4点出土 している。軒丸瓦 (第21図 1・ 3、 図版31-6,7)は 、瓦当面に円形の九曜文を
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第 4表 古銭観察表

陥 銭 名 地区遺構名 層  位 時代 初鋳年 (西暦) 素材 備 考 遺物番号

1 咸 平 元 賓 A区 Ⅲa層中 北宋′平元年 (998) 銅 N-19
2 天 蔭 通 費 A区 Ⅲa層中 天積年間 (1017～ N-24
3 A区 N-22
4 A区 N-23
5 天 聖 元 要 A区 Ⅲa層中 天聖元年 (1023) N-20
6 皇 宋 通 費 A区 宝元 2年 (1039) N-26
7 A区 N-25
8 //   ? A区 Ⅲa層中 N-37
9 治 平 元 賓 A区 治平元年 (1064) N-27

元 豊 通 賓 A区 田a層 中 元豊元年 (1078) N-2ユ

A区 N-28
元 祐 通 費 A区 元祐元年 (1086) N-29

AttS K-4 N-14
聖 宋 元 賓 A区 Ⅲa層中 建中靖国元年(1101) N-30

AttS K-4 N-17
6 政 和 通 費 AttS K-4 政和元年 (■ 11) N-16

永 楽 通 寅 A区 明 永楽 6年 (1408) N-33
寛 永 通 賓 A区 Ⅲa層下 江 戸 寛永 3年 (1625) 古寛永狭穿 N-32

9 B区 Ⅱ 層 寛永14年 (1637) 高田銭古寛永 N-7
A区 Ш a層 高田銭肥永小字古寛永 N-12
A区 Ⅱ 層 古寛永建仁寺銭 N-lo
AttS K-4 ク 岡山銭長輔子進点寛 N-15
A拡張区 Ⅲa層 ク 岡山銭長輔子肥字 N-34
A区 表  採 仙台銭 N-31
B区 Ⅲa層 寛文 8年 (1668) 新寛永正字文 N-13
A区 Ⅲa層 享保13年 (1728) ″ 重揮通無背 (石巻 ) N-8
B区 Ⅱ 層 元文元年 (1736) 輪十鋳込 N-6

虎ノ尾寛 N-7
A区 元文 2年 (1737) 小梅手仰寛 N-4

N-3
A区 Ⅲa層 N-9
B区 Ⅱ 層 層 N-18
A区 Ⅱ 層 層 N-35
A区 N-36

大 ()()賓 A区 Ⅲa層 N― H
大 ()通 費 A区 Ⅲ 層 N-38
判 読 不 能 A区 Ⅱ 層 N-39

配 したもので 5点出土 している。また小破片であるが、邑文軒丸瓦を 6点出土 している。九瓦

は、玉縁付のもので、 4点出土 している。凹面布日で、その うち 1点は、凹面布目に幅 l cm程

の濤状の筋目が 3本見 られる。また玉縁部長は 5。 l cmを 計る。平瓦は 2点出土 し、 1点は側端

部付近に一辺 l cm四方の穴を柄っている。これらの文様及び、器形等から、その他の瓦はいず

れも近世以降の瓦と思われ、薬師堂関係の屋根 に葺かれたものと考える。

陶 磁 器

陶磁器は、ほとんど破片で、図化 しえたのは、 7点である。出土 した遺物は、全て I層 から
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Ⅲ層、及び旧 トレンチ内埋土から出土したものである。碗 (第 12図 1)は 、Ⅱ層出土で、体部

外面下半の破片で、数条の稜を有し、外面が赤褐色の鉄釉、内面が灰オリーブ色の灰釉を施 し

ている。この種の器形は、福島県金谷館跡、多賀城跡作貫地区から出土している碗に類似する。

小鉢 (第 12図 4)は、旧 トレンチ内から出土しているが、特徴等から明治初期の平清水のもの

と思われる。皿 (第 12図 5)は 、野草の染付を配したもので、底部外面に、断片であるが、「□ 」

と描かれていることから伊万里と考える。全体的に破片を概観すると、江戸時代中期以降のもの

が大半を占めている。さらに産地については、半数が相,碍 、上野目と思われ、若千伊万里が合

まれ、中には17c初期のものが見られる。

石製品 (第25図 1～ 3、 図版32-5。 6)

砥石 (第25図 1、 図版32-5):B拡張区基本層位Ⅳ層より1点のみ出土している。破損品

のため、全長は不明である。 a面は使用による消耗のためか、中央部付近が著 しい凹状 を呈す。

a.b、 左右側面とも傷状の擦痕が多数認められ、特にa面は深 く明瞭である。

硯 (第25図 2・ 3、 図版32-6):A(拡張)区基本層位Ⅱ・Ⅲ層より各 1点出土した。とも

に海部を欠損する長方硯である。 2は 3に比ベー回小さい。両者とも平面形は長方形で、側面

は垂直に立ち上がる長方形のものと思われる。陸部は隅九長力形 (2)、 長方形 (3)、 周縁は 1段

(3は欠損のため不明)、 裏面はともに平担面を呈する。尚、 3の裏面縁辺には、傷状の擦痕が

認められる。

金属製品 (第26図 )

古銭 (第26図 ):A・ B区基本層位Ⅱ～Ⅳ層より32点、SK-4よ り4点 に表採資料の 1点 を加

えた計37点 出土した。これらの内、中国銭は19点 (1～ 17、 35、‐36)、 日本銭は17点 (18～ 34)、

生産地不明のものが 1点 (37)で ある。中国銭は、判読可能なものの内、永楽通宝 (17)の 1点

を除き、他は全て北宋銭である。北宋銭には初鋳年 998年の成平元宝 (1)か ら1111年 の政和通

宝 (16)ま での 9種類が認められる。日本銭は全て寛永通宝で、古寛永が8種 8枚 (19～ 25)、 新

寛永が 5種 9枚 (26～ 34、 内31～34は種類不明)である。これら古銭は数枚のまとまりをもっ

て出土する場合が多く(一括出土A～ D)、 その内の 3点 (1・ 5。 6)、 8点 (2～ 4・ 6,9
・11。 12・ 14)は 密着し出土した。尚、基本層位Ⅳ層中よりは、永楽通宝 (初鋳年1408年 )1
点のみの出土で、日本銭の混在は認められなかった。

鉄津 (図版32-8・ 9):A～ D区基本層位 I～Ⅳ層より8点、遺構内(SK-1・ 3・ 5)よ り

7点の計15点 出土した。ほとんどが外面粗髯で、娩形を呈し、多くは凸部に粘土を付着する。

8は SK-3堆積土出上のものである。出土資料中では最も大形 (約 15× 11× 6 cm)の もので、

凸部には粘土の付着が顕著に認められる。9は SK-1堆積土出上のものである。厚さ約6 cmの

粘土上に鉄滓が付着したような状態で、鉄滓中に木炭が噛み込まれている。粘土中にはスサが



入れられており、おそらくこの粘土部分は、炉床あるいは炉壁の一部分かと思われる。これら

鉄1宰の外面観察からは、その多くは鍛冶淳に属するかと考えられる。

土製品 (第12図 8・ 9・ 10、 図版32-7)

羽口 :D区基本層位より2点、SD-2よ り1点の計 3点出上した。全て破片資料で、全体の

形態の判るものはない。 8と 9は 同=個体の可能性もある。外径は 8が約 5.5 cm、 9。 10が約

6.5cm、 孔径はともに2.5cm前 後、器厚は 8が約1.5cm、 9。 10が約 2 cmで、9。 10の方が8よ り

ひとまわり大きい。外面は縦位の削りによる整形後、横位のナデによる調整が行なわれるもの

(9)と 、調整が行なわれないもの(8)に 別けられる。内面には 8。 9と も斜位の擦痕が認め ら

れる。これは棒状のものに粘土を巻き付け羽口を製作し、最後に回転 しながらこれを引き抜い

た際の擦痕とも考えられる。資料は全て二次加熱による赤色化が顕著で、炉体側と思われる部

分の外面には、鉄滓の付着がみられる。

V日 ま と め

今回の調査は、環境整備に伴 う、南大門跡東脇築地跡の発掘調査である。

築地跡の調査は、過去数回行なわれて PDhり 、特に昭和31年度には、現仁王門の東端から真東

14.4mの地点、さらに63mの 地点に調査区を設定 している。その結果、「黄褐色 を呈する自然の地

山 を22尺幅 に削 って整地 し、 その上に土塁を造成…」 と報告 している。また昭和48年度の南

辺築地跡の調査では、築地本体の遺存幅が 2.2m、 現存する高さが50～ 60cm、 また黄色土、黒

色土による細かい互層を形成 し版築 していること等が、判明している。これらから、陸奥国分

寺肋の南辺の区画施設の構造が明らかにされつつある。

今回の調査では、築地跡の遺存状況、築地基礎事業等の確認 と、昭和31年時の調査成果を補

強する目的で実施 した。これまでの調査では、現仁王門の位置に、陸奥国分寺南大門跡である

ことが確認 され、また南大門肋真東延長線上一帯は、現在でも土塁状 に高まりが確認 されてい

る。築地跡は、木の根、民有地のブロック塀等の攪乱により削平 されているが、遺存状況の良

好な所で、旧表土を南北幅 3.lm程掘 り込み、築地基底面からの残存高0,4m程、築地幅2.7mで

ある。遺存する築地跡内外から10数個検出されたピットは、柱穴の間尺が不規測であり、また検出

状況等から築地跡 に伴 う寄柱 としては確認出来なかった。陛奥国分寺跡伽蓋 を区画する施設は、

これまでの調査で、東辺が築地 と濤、西辺が掘立柱列と濤、南辺で築地 を確認 している。今回

の調査で南辺 を区画する施設は、築地 と築地の外側 2.Om程離れた濤であることが一層明らか

になった。調査区北半で検出された SK-5土壊は、瓦類が堆積上層から基底面までほぼ密接 し

てぎっしり積み重なって出土 している状況から、瓦溜め遺構 と思われる。瓦溜め遺構から出土

する瓦には、丸瓦・平瓦であるが、文様瓦も多く、軒平瓦の顎部端部 に丹が付着 しているもの



も認められる。堆積土層ごとのまとまりが全く認められないが、少なくとも使用され、瓦湖躇

葉され、埋められたものと思われる。

出土遺物の大部分が瓦類で、整理用平箱で250箱程になり、文様瓦片で152点 、その内訳は、軒平

瓦82点、軒丸瓦70点 である。軒平瓦では、重弁通華文が出土軒平瓦の87%、 軒丸瓦では、偏行唐

草文が出土軒丸瓦の49%、 山形文が20%占 めている。これまでの調査でも重弁蓮華支 。偏行唐

草文は陸奥国分寺倉↓建時の組み合わせとして建物に多く使用されたものと思われる。さらに重

弁蓮華文の第 I類～Ⅵ類が出土し、特に第 I類は中房上の蓮子が十字状になっており、多賀城

跡の I期の重弁蓮華文 221に類似し、重弁蓮華文の中でも古いものと思われる。出土量の少な

い軒九瓦の宝相華文、細弁蓮華文、歯車文、軒平瓦の均整唐草文、連珠文、山形文、宝相華文

等は、陸奥国分寺跡出土の瓦の中で新しいグループに入り、建物の瓦の葺換え用及び、補修瓦

と考えられる。また軒丸瓦の桜花様文軒平瓦は、 1点出土し、過去の調査でも講堂西側基壇上

から1点出土しているだけで類例が乏しく、今後の増加に期待したい。
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付   章

陸奥国分寺跡土壌分析

東北大学農学部助手 山 田 一 郎

陸奥国分寺南大門東脇築地跡土壌の粒度組成は、全層ともシル ト(2～ 20μ )と 粘土 (2μ 以

下)が大部分であり、土性は、全て L ic(軽埴土)と 細粒である。

版築土層 5～ 6層 は黒褐色の土色 をもつ部分 と明褐色の土色の部分からなり腐植 を含む。版

築土層 8層 は暗褐色の層であり腐植 を含む。版築土層10～ 12層 は黒褐色の部分から成 り腐植 を

含む。版築土層 8層 は暗褐色の層であり腐植 を含む。版築土層10～ 12層 は黒褐色の部分と黄褐

色の部分から成 り腐植 を含む。

掘 り込み事業土層 E層 は、黒褐色の腐植 に富む層である。

陸奥国分寺遺 跡土嬢の性質

試   料   聴 ■ 色 腐  植
粒 度 組 成 (%,

土  性
Im 砂 粘  i

版桑土層  5-6幡 7 5YR%,10Y R% 合  こ

版築■層  3  層 75YR%

版築 土層  10^12唇 l10Y R%,10Y R%

掘い込み事業上層 E層 75YR% 富  む
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図版 1

調査前全景

図版 2

調査区全景

図版 3

築地跡全景
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図版 4

調査区北半築地崩

落土上面遺物出土状況

図版 5

SK-3土壌

遺物出土状況
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図版 6

調査区Ⅳ層上面

遺物出土状況
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図版 7

SK-5瓦溜め遺構

遺物出土状況

図版 8

築地跡上面

瓦出土状況

図版 9

SK-5瓦溜め遺構

遺物出土状況
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図版10

築地崩落土上面

遺物出土状況
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図版12(左 )

SD-2溝跡

遺物出土状況

図版13(右 )

SD-2溝跡

遺物出土状況
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図版14(左 )

文字瓦出土状況

図版15(右 )

均整唐草文軒平瓦

出土状況

図版16

偏行唐草支軒平瓦

出土状況

図版17

重弁連華支軒平瓦

出土状況
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図版20

+日 トレンチ

図版21

SK-3・ 5完掘全景

図版22

現地説明会風景
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G-96 平 瓦

G-91  ク

F-48 九 瓦

F-72  ク

2 G-62 平 瓦

4 G-98  ク

6 F-46 丸 瓦

8  F-74     ク

図版23 出土遺物 平瓦・丸瓦



l G-66偏 行唐草文

2 C-45偏 行唐草文

3 G-105偏 行唐草文

4 C-81偏 行唐草文

5 G-42重  弧  文

6 G-104重  弧  文

7_G-86偏 行唐草文

図版24 出土遺物 軒平瓦



l G-101 山 形  文

2G-65山 形 文

3 G-59 山 形  文

4 G-31 均整唐草文

5 G-75 均整唐草文

6G-46連 珠 文

図版25 出土遺物 軒平瓦



l G-73 偏行唐草文

2 G-64 均整唐草文

3G-47連 珠 文

4 G-60 山 形 文

5 G-83 均正唐草文

図版26 出土遺物 軒平瓦



l F-51 重弁道華文    2 
「

-63 重弁通 華文

3「 -52   ク      4 F-59   ク

5 
「

-55    ク        6 F-19    ク

図版27 出土遺物 軒丸瓦





l F-61 宝相華文

2 F-62   ク

3 F-58   ク

4 F-29   ク

5F-27歯 車 文

6 F-73 細弁蓮華文

7 F-73   ″

8 F-60   ク

9 F-15 桜花様文

8

出土遺物 軒丸瓦

9



l F- 2

2 F-50

3 F-87

4 F-64

5 G-102

6 F-86

7 G- 1

8 F-85

9 F-53

10 G-77

1l G-41

12 F-28

占コ
　
万コ
　

，
　
玉コ
　
ワ
　
未コ

「大 J

11

図版30 出土遺物 文字瓦



1.G-87 慰斗瓦  2 C-43

6 F-40 近世瓦  7 F-39

陽切 り瓦   3 G-63 平瓦    4 G-48 平瓦     5 G-92

近世瓦    8 G-35 近世瓦   9 D-6 土師器I不  10 」-13

図版31 出土遺物 道具瓦・平瓦 。近世瓦

平瓦

陶器
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